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医師会月間行事

※11月22日(火) 例会於医師会館
午後7: 3 0 

0協議事項 忘年会実施の件

0連絡 ・報告すE項 :1)昭和52年度老人検診
報告 (2)交通事故傷害保険の更改につい
て (3)数忽民療対策について (4)周南三

市合同役員会報告 (5)昭和田年度学校保

健関係の予算編成について 16)MS学院

についての弘氏アンケート (7)周商地区

地域医療協議会について (8)諸会の開催

(イ)医業相当理'jj:協議会 (ロ) 産業医研修

会料::1民医学品座

※11月24日(木〉 光市学校保健研修会
於光市役所会議案午後l時30分

0研修事項

L 成長期にともなう特有の疾患につ

いて

小中学生にみられるちの、例えば

オスグードシュラッテル氏病について

2. 眼の体操について

医師の見解、とり入れるとしたら

その注意

& 耳鼻科疾患について学校で考膚し

なければならないこと

教職員の常識として知「ておかな

ければならない乙と。例えば治療し

ているのに登校している。

4 脊柱異常について

家庭、学校lζおける指導について

配慮事項

光市医師会救急医療班活動要領

目的

L 突発事故及び直ちに救急蘇生を要する急

患に対し、会員相互が協力して救命iζ全力

を傾注するため救急医療班を編成し、円滑

なる活動を行なう乙とを日的とする。

編成

2. 光市内を 4班iζ分け、各班lζ麻酔医jう至

乙れに準ずる医師のいる越幹医療機関を置

く(別表 1) 

3. 全医療機関は少なくと、所定 O.1lj表2)
の医療器共、薬品及び「救急蘇生の実際」

のパネ Jレを常備する。

協力

4 協力を依頼する必長の生じた医療機関は

極力「救急蘇生の実際JIC員IJした施術を行
なうと共に直ちに、班内の基幹医積機関lζ

連絡する。述絡を受けた基幹医療機関は、

班内の他の医療機関と連繋をとり、速やか

に必要なる協力を提供するちのとする。

5. 同一斑内iとおいて協力に支障を生ずるお

それある場合は、{也の班の応援を求めるち

のとする。

6. 協力に必要なる医療器具及び薬品につい

ては原則として、当該医療機関に常備する

t)のを使用する。 ζれがため、名医療は協

bに支障を生じないよう 'l~~l時乙れが点検整

備をしておかなければならない。

経費

7. 協力の為に生じた純白は各自白縛し無報

酬無謝礼とする。制し医薬品の供与を受け

た場合は可能なる限り現品を支縛するちの

とする 3

&患者を移送した場合繭後の経費について

は本要領によらないものとする。

其の他

9. 協力のために更に必要な方法等について

は、その都度協議し、協力の円滑なる向上

につとめるちのとする。
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別表1

救急医療班の編成表

二次病院 地区班 基幹医療機関

0 富恵外科

宅砧班 松竹村中俣医院院

近藤整形
光 0 渡辺外科
)巴井班

0 梅田病院

民 浅江班 lf五橋医科院
包囲外
守友医院

病 0光中央病院
光精神病院

院 品田
三井班
周防
熊も

連繋医療機関

高畠医院
田尻医院
田村医院
牛島診療所

広中 同医院
村内科
武田診療所

大野医院
河内山医院

中嶋医院

前河福田本村耳鼻医医E陣儒院院ヰ

田中医院院
林医

小製嶋村鉄 医院中眼科
光 診療所
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別表2

常備医療器具・医薬品

L 医療器具

1 酸素ボンベ500.e 2本
酸素ボンベ台

流祉計

2. ノfナパッグ

3. ポケットマスク
4. テフロン針

1 医薬品 (別刷による)

1ムロ

1ケ

l式

lケ

14G 3本

18G 3本

昭和52年度医療関係主要ニュース

1. 自民、財政制度審議会(大蔵大臣諮問機

関)の52年度予算編成に関する建議κ対し
意見ぷ明(1月10日)

2. 自民連推せん当選議員祝賀会 於帝国ホ

テル(1月1411) 

3. 日医、環境経済学iζ基づく環境財政政策

を52年度税制大綱で提起(1月初日)

4 政府の健保改正案に対し日医常任理事会

で批判・論議 (2月1B) 

5. 日医医師年金、基金500億円、秋には

700億円iζ迫る(1月お臼年金委員会)

6. 日医の社会防衛概念を盛込んだ ‘予防接

種法施行令及び結核予防法施行令の一部を

改正する政令‘を公布(1月お日〉

※医療法施行規則の一部改正、公的医療機関

の必要病床算定基準告示 (2月19日)

※参議員選挙について、都道府県医師会長及

び日医連常任執行委員の合同会議

(3月8日)
※昭和52年度日本医師会事業計画案決定2月

22臼全理事会

※予防接樟法等の一部改正に伴う厚生事務官

公衆衛生局長通知 (3月7日)

※社会党 租税特別措置法の一部を改正する

法律案を衆議院に提出 (3月お日〉

※総評、社会党が救急医療で条例化運動

※文部省、学校健診のうち眼科健診について

‘視診‘を主とするよう通達 (3月14日〉
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※日本医師会第臼固定例代議員会(4月1日)

※衆議員予算委員会における有品公明党議員

の質問に対する回答について厚生大臣の責

任を問う「声明書J発表 (4月5日、日医
常任理事会)

※血液代金申請様式の改正 (4月1日)

※社会党の‘救急医痕整備法案、に対し日医

現実無視の法案に断固反対を声明(4月14日)

※続完キャンペーンのヒステリ一発作「医療

をどうするJ(2月2臼-4月16日)
※筋拘縮症の治療に関する見解、筋拘縮症研

究班診断治療部会、厚生省lζ報告

(4月11日)

※日医、支払基金における審査の改善Kつい

て申入れ (4月30日)

※中央薬事審議会常任部会、医薬品再評価結

果を厚相に答申 (5月11日〉

※公的医療機関の救急医療参加状況に関する

調査発表(日医、6月20日)
※以生省、昭和51年度簡易生命表発表

男72.15才女77.35才

※福島茂夫氏、参院選全国民第3位で当選

(6月11日)

※時限立法で財政調整せよ。日医、健保改正

案で見解発表(7月12日、常任理事会)

※労働省、中小企業労働者健版管理事業助成

制度を制定 (7月20日)

※日医、健保法改正で厚相に要望占

(7月12日〉

※救急担当理事協議会 各都道府県医師会救

急担当理事及各医師会病院の立任者94名

(7月20日〉

※「予防接種法の一部を改正する政令Jを官
報で公布(7月幻自)

※武見会長「老人対策等緊急事項jを厚相に

勧告 (8月9日〉

※武見会長「健保課税特別措的廃止Jについ
て意見発表 (9月20日〉

※日医、自民党税調iと対しお%特別措置問題

1977 

について意見書提出 (9月幻自)

※診療報酬引き上げは2年分、日医、中医協

で主訟を明示、早期諮問を主張(9月20日〉

※健保問題全国医師大会 (10月却日)

※睡保述、「医療保険iζ関する基本万策Jを決
定 (9月29日)

※自民、中医協において診療報酬改正の早期

諮問を要求 (10月7日〉

※中医協、 11月9日諮問決定(10月20日)

※第 2白i緊急、全国医師大会 (11月12日)

※社会保険指導者講習会 (10月24日-10月26

日〉

※厚生省、銘柄別改正薬価基準告示

(11月1日)

あとがき

28%の税制問題と、診療報酬改正は恒例の
如く年末にや「てくる。年内の解決を待望し

ていたが、いつt)の如く年を越しそうである。

ポリティカノレエコノミ ーが優先する現状では

亦々つぎはぎだらけの改正で、多くの矛盾を

残したちのになりそうである。なにはとちあ

れ時は迫融なく流れて盃応なしに年の瀬は迫

「てくる。傾度の不況下では、ジンクツレベJレ

~第 9 シンフォニ ー も何となく活気がない。

諸兄の健lポな越年を祈る。

年々の年を忘るる趣向かな

(李江)

鑓 It f骨 光市小周防 16 3 3の2~~医院内

光市医師会
TEL 0833 (1宵 2ωl

姥1r 1': 林孝之

縄県 1':

印刷所

会報編集委日会

光市御崎町

中村印制株式会社

-3-


